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【エイワのプログ】　印刷のプロ、永和印刷がサービス・技術の紹介や業界事
情など最新の情報を発信していきます。印刷（Printing）のログ（Log）だから
プログ（Prog）。Pと Rには Professional とか Product といった意味も（単
に PR誌だからという声も？）。今回の Prog では、防災ガイドに見立てて、
編集者の皆様へのサポート方法をご紹介いたします。奮闘されている編集
のお仕事の負担を少しでも軽減させることができるように、もっと努力し
ていきます。ぜひご相談ください。
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編集者の防災ガイド
永和印刷株式会社（平成 29年）

Topics

問 題 次の図のような災害にあったとき、あなたはどのように対応していますか?
また、災害に対してどのような備えをしていますか?

災害発生

永和印刷ではこのように対応いたします。
災害時のご相談がございましたらお気軽にお寄せください。

災害が起こりそうな場所や
　　避難先などを確認しましょう

　編集者の皆様は著者直下型地震や大型台風などの自然災害に加え、テロ ?  感染症 ?  と思えるような様々な脅
威に直面しています。そのような事態、どのように回避していますか ?　➡これは防災ガイドのパロディです。

災害対策で重要なのは、事前の準備と緊急時の対応です。上記のような災害
にまきこまれたときの緊急対応策と、被害を未然に防ぐ、もしくは被害をな
るべく小さくする方法について、まとめておきましょう。

短納期台風

▶ 永和印刷ホームページ
http://www.eiwa-p.com

ホームページでは過去の Prog などを配信しています。

http://eiwap.exblog.jp/

▶ 避難ルート

▶ 永和印刷 Blog「e-blog」

赤字原稿大火災 防災用品の準備 避難ルートの確認ムチャぶり大津波

避難先の最新情報をチェック！

緊急対応 事前の準備 安全確保

保存版
編集者

至 護国寺 至 水道橋凸版印刷

住友ビル
江戸川橋

飯田橋

防災の備え

対 策

直しもれがないように、作業者
が地道に青でチェックし、校正
担当者がその内容を確認します。

消火活動（赤字対策）
ご要望があれば、責了時に校正
ソフトでデータチェックをして、
印刷前に問題がないかを確認し
ます。

最終確認
事前に緊急対策チームを編成
し、納期に間に合うようなスケ
ジュール作成と緊急処置を行な
います。

救急搬送（納期対策）
社内の編集者が編集作業をお手
伝いさせていただき、必要な作業
をいたします。

編集補助

裏面もチェック
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目白通り東京メトロ
有楽町線

東京メトロ有楽町線
「江戸川橋」駅 4番出口

永和印刷株式会社

東京メトロ有楽町線
「飯田橋」駅 B1出口

●JR線「飯田橋」駅東口・東京メトロ有楽町線 B1出口より徒歩15分
●東京メトロ有楽町線「江戸川橋」駅 4番出口より徒歩8分
●バス停「東五軒町」より徒歩2分

東口

石切橋
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小桜橋
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Map

担当者はこんな 人

v o l .32
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次号は 2018 年 1 月 5 日発行予定です。
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【エイワのプログ】

永和印刷株式会社
 〒 112-0005 東京都文京区水道 2-4-23
 TEL. 03-3813-5001 FAX.03-3813-5005
 E-mail（営業部）mail@eiwa-p.com
　　　  （DTP 事業部）dtp@eiwa-p.com
 http://www.eiwa-p.com

すっかり不定期刊行のなってし
まった永和印刷の Prog。続い
ているのが自慢だったのです
が、手元にある仕事を優先する
とついつい後回しに…。そんな
なか今回はDTPのA氏発案で、
印刷的防災対策特集としまし
た。本当は火災も台風もなく、
平穏無事に進行するのが一番で
すよね。 （KK）

編集後記

印刷工場見学ツアー＆勉強会参加申込書
パワーアップした永和印刷の工場見学ツアー＆勉強会にご興味を持って
いただいた方は今すぐご連絡ください。
右記に貴社名・代表者氏名・ご連絡先・工場見学希望日をご記入のうえ、
担当営業にお渡しください。メール・お電話・FAXからのお申込みも可能
です。社員一同、お申込みを心よりお待ちしております。

希 望 日 時　 月 日 時

貴　社　名

代表者氏名

連　絡　先

永和印刷株式会社　TEL 03 - 3813 - 5001　FAX 03 - 3813 - 5005　E-mail mail@eiwa-p.com

久永 康彦

小材 健

税理士 92.5％・公認会計士 85.9％・社労士 79.7％…何
の数字かといいますと「10～20 年後に AI によって代替さ
れる業務の可能性」だそうです。定型的独占的で、膨大な
資料や事例をソースとする業務は AI が取って替わる可能性
が高いそうです。残るのはコンサルティング。AI が作成（制
作ではなく）した判断基準をカスタマイズ・コンサルする仕
事にヒトの未来がありそうです。医療という健康と命を預
かる現場では、その範囲がどこまで広がるか目が離せませ
んが…かくいう印刷業界でも、レイアウトするデータの適
不適をソフトが訴え、それを人が判断し制作するというの
は昔からおこなわれてきたことで、今後もその進化形が現
れ続けることでしょう。弊社の業務でも進化するソフトに
助けられ、たまには手を焼きながら、より強く皆さまのカ
スタムメイドにお答えしてゆく所存です。御期待下さい。

この秋スタートしたドラマ「ドクター X」の新シーズン、
主人公大門未知子といえば「いたしません」。仕事でも家
庭でも、とにかく「御意」派（？　この言葉も口に出すこと
はありませんが…）の私の言ってみたいあこがれのセリフ
です。と、思っていたら、先日自動車の違反点数が累積 6
点で 1 日講習を受ける羽目に。一時停止や携帯電話使用
などで警察の捜査網にカモられまくった結果ですが、講習
ビデオや自動車事故の悲しいニュースを目にすると反省す
るところもあります。「運転中の携帯電話出ません、いた
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しません」、ついに言えた（笑）。「失敗したくないので」ご
理解のほどよろしくお願い致します。

Dr.Hagiの 印刷のお悩みご相談下さい

ドクター ハギ

デジタル・クリニック

calte.028

Macでの書体管理はどうしたらいいですか？Dr.Hagi：最近では書体も増えてきて、書体管理が難しいで
すよね。方法が幾つかありますので、下記にまとめておきます。
　①システムに直接書体を入れる方法システム的に必ず必要な書体があり、それと一緒にモリサワや
欧文書体もすべていれておくという方法です。書体が開かない
などのエラーはご紹介する 3 つの方法のなかでおそらく一番少
ないかと思いますが、作業しているときに書体数が多すぎて探
しづらかったり、動作が重くなってしまうこともあります。　② InDesign のドキュメントと一緒に管理する方法InDesign のドキュメントのデータと同じ階層に「Document

fonts」というフォルダを作り、そこにそのドキュメントで使
う書体を入れておきます。そうすることによりシステムに入っ
てない書体でもそのドキュメントを開くときは使えるようになり
ます。この方法の利点は必要な書体だけを入れておくため、作
業中に重たくなることもなく、書体も探しやすいことです。た
だし、ドキュメントと一緒にしている都合上、コピーや移動も
多くなりがちで、その際に書体が破損する可能性があります。
　③フォント管理ソフトを使う方法一般的なフォント管理ソフトは、昔から利用されている

「Suitcase」、Mac 自体に入っている「FontBook」などがあ
ります。基本的な性能はほぼ一緒だと思って良いでしょう。利点としては、使いたい書体をチェックすれば開くことができ、
仕事別に仕分けることが可能なので、その仕事をするときにフォ
ントセットをフォント管理ソフト上で起動させてやれば大丈夫
です。フォントセットは他のユーザーに渡すことも可能なので、
同じ仕事を数人で分担するときなども便利です。デメリットは書体が開かないときがあったり、どうしても

「Suitcase」では開けない書体があることです。
以上ですが、お勧めとしては③のフォント管理ソフトが良

いと思います。フォントのプレビューも見やすいですし、デー
タの共有や受け渡しもスムーズにでき、弊社でも「Suitcase」
を使用しております。
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